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「
競
わ
な
い
地
方
創
生
～
人
口
急
減
の
真
実
」三
つ
の
柱

　

本
年
2
月
、
時
事
通
信
社
よ
り
「
競
わ
な
い
地
方
創
生

～
人
口
急
減
の
真
実
」
を
出
版
し
た
。
本
書
は
地
方
が
衰

退
す
る
根
本
的
な
原
因
と
、
具
体
的
な
改
革
方
法
を
次
の

三
つ
の
柱
か
ら
論
じ
て
い
る
。
本
連
載
は
3
回
に
わ
た
り
、

三
つ
の
柱
を
順
に
詳
解
す
る
。

　

（
1
）「
人
口
減
少
対
策
」
の
改
革

　

（
2
）「
自
治
体
経
営
・
企
業
経
営
」
の
改
革

　

（
3
）「
働
き
方
」
の
改
革

　

最
終
回
は
（
3
）「
働
き
方
」
の
改
革
で
あ
る
。

　

働
き
方
の
改
革
は
、
地
方
の
創
生
と
人
口
減
少
対
策
に

最
も
有
益
で
積
極
的
な
施
策
で
あ
る
と
本
連
載
の
初
回
に

論
じ
た
。
そ
の
理
由
を
一
言
に
要
約
す
れ
ば
「
働
き
方
に

悩
む
大
都
市
居
住
者
は
非
常
に
多
く
、
魅
力
的
な
働
き
方

が
で
き
る
場
所
に
転
職
・
移
住
し
た
が
っ
て
い
る
」
か
ら

で
あ
る
。

　

働
き
方
に
悩
み
が
あ
る
読
者
は
個
人
的
な
理
由
か
ら
も

「
競
わ
な
い
地
方
創
生
～
人
口
急
減
の
真
実
」
を
絶
対
に

読
む
と
い
い
。

　

な
ぜ
な
ら
「
働
く
意
欲
が
出
な
い
、
働
い
て
も
成
果
・

達
成
感
を
得
ら
れ
な
い
」
と
悩
む
者
の
多
く
は
、
ア
ウ
ト

バ
ウ
ン
ド
な
働
き
方
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
書
が

提
案
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
働
き
方
と
併
せ
て
、
要
旨
を

表
1
に
纏ま

と

め
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
正
し
い
定
義

　

表
1
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
正
し
い
定
義
か
ら
話
を
始
め
よ
う
。

　

観
光
業
界
で
は
、
国
の
中
へ
入
っ
て
来
る
訪
日
観
光
客

を
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」、
国
の
外
へ
出
て
行
く
日
本
人
観

光
客
を
「
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
」
と
言
う
。
し
か
し
、
こ
れ

は
観
光
業
界
の
特
有
な
言
葉
で
、
正
し
い
意
味
で
は
な
い
。

　

訪
日
観
光
客
が
急
増
し
た
近
年
、
マ
ス
コ
ミ
は
連
日
の

よ
う
に
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
急
増
で
観
光
地
は
活
性
化
」

等
と
、
さ
も
一
般
用
語
の
よ
う
に
使
い
始
め
て
、
正
し
く

な
い
意
味
が
定
着
し
て
し
ま
っ
た
。
正
し
い
定
義
は
「
観

光
客
」
で
は
な
く
「
情
報
受
発
信
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

を
対
象
に
、
以
下
の
よ
う
に
「
中
」
か
「
外
」
か
を
基
準

に
使
い
分
け
る
。

　

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
は
、
企
業
か
ら
外
（
顧
客
）
へ
向
け

た
「
一
方
的
な
情
報
発
信
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
逆
に
、
企
業
の
情
報
発
信
を
視
た
顧

客
が
、
企
業
の
中
へ
反
応
を
返
す
よ
う
に
設
計
す
る
「
双

方
向
な
情
報
共
有
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」。

　

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
な
情
報
発
信
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は

「
目
線
が
自
分
」
に
あ
る
。
主
役
は
自
分
だ
か
ら
「
情
報

は
一
方
的
に
伝
え
る
」「
顧
客
・
市
民
を
攻
略
す
る
」
と

い
う
行
動
特
性
に
な
り
や
す
い
。

　

一
方
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
情
報
発
信
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
は
「
目
線
が
顧
客
・
市
民
」
に
あ
る
。
主
役
は
顧
客
・

市
民
だ
か
ら
「
情
報
は
顧
客
・
市
民
に
伝
わ
る
」「
顧
客
・

市
民
は
仲
間
と
し
て
協
働
す
る
」
と
い
う
行
動
特
性
に
な

り
や
す
い
。

　

両
者
の
働
き
方
を
「
顧
客
・
市
民
の
反
応
→
企
業
・
役

所
の
成
果
→
企
業
・
役
所
で
働
く
者
の
意
欲
」
と
い
う
3

段
階
で
比
較
し
て
み
よ
う
。

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
は
、3
割
強
が
3
年
以
内
に
辞
め
る

久
繁
哲
之
介

地
域
再
生
プ
ラ
ン
ナ
ー

視
る
べ
き
は「
ア
ン
ケ
ー
ト
、成
功
事
例
」で
な
く「
顧
客
の
行
動
」

成
功
事
例
を「
真
似
し
な
い
、前
提
に
し
な
い
」

木
曜
連
載

競
わ
な
い
地
方
創
生
～
人
口
急
減
の
真
実
③
・
完
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ま
ず
、
ア

ウ
ト
バ
ウ
ン

ド
な
働
き
方
。

　

顧
客
・
市

民
は
関
心

が
無
い
企

業
・
役
所
か

ら
、
一
方
的

に
「
営
業
さ

れ
る
（
例
え

ば
、
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル

〈
D
M
〉・

ア
ン
ケ
ー
ト

依
頼
・
広
報

誌
を
送
り
付

け
ら
れ
る
）」

の
は
す
ご
く

迷
惑
。
D
M

や
広
報
誌
は

見
な
い
で
ご

み
箱
へ
直
行

で
あ
る
。
ご

み
を
捨
て
る

手
間
さ
え
無

駄
で
、
省
き

た
い
。
ご
み

を
許
可
な
く

送
り
付
け
た
企
業
・
役
所
の
印
象
は
悪
い
。

　

企
業
・
役
所
に
と
っ
て
も
、
い
き
な
り
無
関
心
な
相
手

を
攻
略
す
る
よ
う
な
営
業
と
資
料
の
作
成
・
送
付
は
、
壮

絶
な
無
駄
で
あ
り
、
仕
事
の
成
果
は
低
い
。

　

こ
の
壮
絶
な
無
駄
、
そ
し
て
99
％
拒
絶
さ
れ
る
の
が
分

か
っ
て
い
る
顧
客
・
市
民
へ
営
業
す
る
無
理
。
無
駄
・
無

理
を
部
下
に
強
要
す
る
古
い
体
質
の
企
業
・
役
所
が
未い

ま

だ

に
少
な
く
な
い
。
無
駄
・
無
理
な
仕
事
に
嫌
気
が
差
し
て
、

若
者
の
3
割
強
が
新
卒
で
入
社
し
た
企
業
・
役
所
を
3
年

以
内
に
辞
め
て
い
く
。
3
年
以
内
の
離
職
率
は
高
卒
40
％
、

大
卒
32
％
（
厚
生
労
働
省
2
0
1
4
年
11
月
7
日
発
表
資

料
）。

　

以
上
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
な
働
き
方
は
、
組
織
の
成
果

が
出
に
く
い
し
、
顧
客
・
市
民
と
企
業
・
役
所
で
働
く
者

の
双
方
を
不
幸
に
し
や
す
い
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、顧
客
と
企
業
と
社
員
を
幸
せ
に
す
る

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
働
き
方
は
、
こ
の
反
省
か
ら
生
ま
れ

た
。
つ
ま
り
、
顧
客
と
企
業
と
社
員
の
3
者
が
、
無
駄
・

無
理
な
仕
事
を
辞
め
て
、
幸
せ
に
な
れ
る
働
き
方
で
あ
る
。

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
な
働
き
方
と
は
、
手
順
と
目
線
が
根
本

的
に
違
う
。

　

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
な
働
き
方
は
「
企
業
・
役
所
が
商

品
・
政
策
を
つ
く
っ
て
か
ら
、
つ
く
っ
た
も
の
を
一
方
的

に
顧
客
・
市
民
に
営
業
を
か
け
る
」
手
順
を
踏
む
。
主
役

は
自
分
。
目
線
も
自
分
に
あ
り
「
顧
客
・
市
民
目
線
」
で

は
な
い
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
働
き
方
は
ま
ず
、
商
品
・
政
策
を
つ

く
る
過
程
か
ら
顧
客
・
市
民
と
協
働
す
る
。
こ
の
具
体
論

は
後
述
す
る
が
、
最
初
に
留
意
す
べ
き
は
、
全
て
の
顧

客
・
市
民
と
は
協
働
で
き
な
い
こ
と
。
だ
か
ら
、
協
働
者

は
選
ぶ
。
で
は
、
ど
う
や
っ
て
選
ぶ
か
？

　

ま
ず
、
企
業
か
ら
情
報
発
信
で
協
働
相
手
を
募
る
。
こ

の
情
報
発
信
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
企
業
の
情
報
発
信
を

見
た
顧
客
が
、
企
業
の
中
へ
反
応
を
返
す
よ
う
に
設
計
す

る
。
こ
れ
で
「
双
方
向
な
情
報
共
有
」
が
始
ま
る
。

　

完
成
し
た
商
品
を
広
く
大
量
に
販
売
す
る
場
合
も
、
企

業
か
ら
「
こ
の
商
品
に
関
心
の
あ
る
人
い
ま
せ
ん
か
？　

手
を
挙
げ
て
く
れ
た
ら
試
供
品
を
格
安
に
て
提
供
し
ま

す
」
等
の
情
報
発
信
で
協
働
相
手
（
販
売
対
象
）
を
募
る
。

　

申
し
込
み
を
行
っ
た
顧
客
は
、
企
業
か
ら
連
絡
（
営

業
）
さ
れ
る
こ
と
を
、
許
可
し
て
い
る
。
自
分
が
許
可
し

た
（
関
心
を
自
分
か
ら
示
し
た
）
の
で
営
業
さ
れ
て
も
、

顧
客
は
営
業
さ
れ
て
い
る
と
は
感
じ
な
い
。
関
心
が
あ
る

話
だ
か
ら
積
極
的
に
対
話
（
協
働
）
で
き
る
。

　

営
業
す
る
側
の
社
員
と
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
も
っ
と

大
き
い
。
協
働
対
象
と
し
て
「
自
社
商
品
に
関
心
が
あ
り
、

連
絡
さ
れ
る
こ
と
を
許
可
し
た
顧
客
」
だ
け
を
選
ん
で
い

る
か
ら
、
コ
ス
ト
も
ス
ト
レ
ス
も
か
か
ら
な
い
。
成
約

（
成
功
）
確
率
も
非
常
に
高
い
。

　

コ
ス
ト
を
掛
け
ず
に
成
約
（
成
功
）
を
増
や
せ
る
企
業

は
、
給
料
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
働
き
や
す
く
て
給

料
が
上
が
る
企
業
に
は
、
優
秀
な
社
員
が
集
ま
る
。

中
心
市
街
地
と
商
店
街
を
再
生
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

　

こ
こ
か
ら
は
、
商
品
・
政
策
を
つ
く
る
具
体
論
を
私
の

表1　役所の常識「アウトバウンドな働き方」vs  民間の常識「インバウンドな働き方」

出典：「競わない地方創生～人口急減の真実」第6章

目線

まじめ度 vs 遊び心度

仕事の始まり

仕事の仕方

仕事に必要な資源

情報の受発信と目的

同業者との関係

自分目線

自分の保身を目的に「真面目に働く」

上司（お上）の「指示」

指示されたことを、指示された方法で行う

お金（予算）、マニュアル（前例）

一方的に「伝える」情報で、顧客を攻略

同業者を「真似」して、競争する

顧客（市民）目線

顧客と「遊ぶように協働」

協働の過程で「自分で考える」

自主的かつ創造的に行う

遊び心、情熱

双方向な協働を目的に「伝わる」情報

同業者は気にしない。競争しない

アウトバウンドな働き方 インバウンドな働き方

ま ね
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体
験
を
基
に
説
明
し
よ
う
。

　

私
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
N
P
O
法
人
「
情
報

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
拙
著
「
商
店
街
再
生
の
罠
」（
ち
く

ま
新
書
、
2
0
1
3
年
）
で
紹
介
し
た
こ
と
に
よ
り
認

知
度
が
高
ま
り
、「
日
本
の
2
0
1
4
年Library of the 

Year

優
秀
賞
」
を
受
賞
し
た
。Library of the Year

と
は
、
米
国
・
ド
イ
ツ
・
日
本
の
3
カ
国
で
、
先
進
的
な

活
動
を
展
開
す
る
図
書
館
を
表
彰
す
る
制
度
。
日
本
で
は

2
0
0
6
年
に
制
度
創
設
後
、
受
賞
し
た
図
書
館
は
公
務

員
や
議
員
の
視
察
先
と
し
て
今
も
多
く
か
ら
注
目
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
長
野
県
小
布
施
町
立
図
書
館
、
鳥
取
県

立
図
書
館
、
東
京
都
千
代
田
区
立
千
代
田
図
書
館
。
い
ず

れ
も
、
自
治
体
が
直
接
あ
る
い
は
指
定
管
理
者
制
度
を
通

じ
て
運
営
す
る
「
公
共
図
書
館
」
で
あ
り
、
建
設
費
と
運

営
費
に
は
多
額
の
公
的
資
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
N
P
O
法
人
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
千
葉
県
船

橋
市
を
中
心
に
54
カ
所
で
運
営
す
る
民
間
図
書
館
は
、
建

設
費
も
運
営
費
も
、
公
的
資
金
（
補
助
金
）
を
使
っ
て
い

な
い
。
補
助
金
を
使
わ
な
い
小
さ
な
N
P
O
が
、
公
務
員

や
議
員
が
視
察
を
行
う
定
番
事
例
と
同
じ
よ
う
な
成
果
・

評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
紹
介
し
よ

う
。

　

こ
の
事
例
は
、
衰
退
し
た
中
心
市
街
地
や
商
店
街
を
再

生
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
も
示
唆
に
富
む
。

協
働
相
手
を
選
ぶ「
嫌
わ
れ
る
覚
悟
」を
持
つ

　

最
初
に
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
る
。
共
感
を
軸
に
し

た
協
働
は
「
協
働
相
手
（
顧
客
）
を
選
ぶ
」
か
ら
「
嫌
わ

れ
る
覚
悟
」
が
求
め
ら
れ
る
。
誰
か
ら
も
「
嫌
わ
れ
な
い
、

批
判
さ
れ
な
い
」
自
己
保
身
に
一
生
懸
命
な
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
な
働
き
方
で
は
「
顧
客
か
ら
共
感
さ
れ
な
い
、
顧
客

と
協
働
で
き
な
い
」
事
実
を
、
こ
の
事
例
考
察
か
ら
知
っ

て
ほ
し
い
。

　

N
P
O
法
人
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
経
営
陣
は
、
30
歳

前
後
の
若
い
男
性
が
多
く
、
遊
び
心
に
溢あ
ふ

れ
た
活
動
を
展

開
し
て
い
る
の
で
、
両
極
端
な
評
価
を
受
け
る
。
拙
著
で

の
紹
介
とLibrary of the Year

受
賞
で
有
名
に
な
っ
た

N
P
O
法
人
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
参
加
希
望
者
・
視

察
者
が
急
増
す
る
。
し
か
し
、
地
方
議
員
を
含
む
高
齢
男

性
が
N
P
O
の
活
動
を
見
学
す
る
と
「
学
生
サ
ー
ク
ル
の

乗
り
で
遊
ん
で
い
る
よ
う
で
、
私
の
よ
う
な
高
齢
男
性
の

性
に
は
合
わ
な
い
」
と
不
満
げ
に
言
う
場
合
が
少
な
く
な

い
。
一
方
、
実
年
齢
か
感
性
が
若
い
方
は
「
楽
し
い
、
面

白
い
」
と
、
共
感
し
て
く
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
両
極
端
な
評
価
を
受
け
る
と
、
公
務
員
な

ど
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
な
働
き
方
を
す
る
者
は
「
嫌
わ
れ
る

覚
悟
が
無
い
」
か
ら
、
金
も
権
力
も
あ
る
高
齢
男
性
側
の

意
見
に
迎
合
し
て
し
ま
う
。

　

一
方
、
N
P
O
法
人
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
「
学
生
サ

ー
ク
ル
の
乗
り
で
遊
ん
で
い
る
よ
う
で
、
性
に
合
わ
な

い
」
と
い
う
高
齢
男
性
の
批
判
を
聞
く
耳
は
持
っ
て
い
る

が
、
自
分
た
ち
の
根
幹
と
な
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
働
き
方

は
変
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
仕
事
を
始
め
る
前
に
「
嫌
わ

れ
る
覚
悟
」
を
持
っ
て
「
協
働
相
手
（
顧
客
）
の
選
定
」

を
徹
底
的
に
行
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

物
を
売
る
店
と
、人
が
楽
し
む
場
の
連
携

　

私
た
ち
N
P
O
の
得
意
分
野
は
主
に
「
賑に

ぎ

わ
い
の
場
づ

く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
づ
く
り
」
で
あ
る
。
民
間
図

書
館
は
千
葉
県
内
で
「
衰
退
し
た
商
店
街
の
空
き
店
舗
に

出
店
し
て
、
賑
わ
い
の
場
」
を
つ
く
っ
た
実
績
が
あ
る
。

同
じ
く
千
葉
県
内
で
「
孤
立
す
る
高
齢
者
が
多
い
団
地
の

商
店
街
の
空
き
店
舗
に
出
店
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
」
を
つ
く
っ
た
実
績
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
績
を
地

元
の
船
橋
市
で
営
業
す
る
大
型
商
業
施
設
「
ビ
ビ
ッ
ト
南

船
橋
」
が
高
く
評
価
し
て
く
れ
て
、
出
店
の
お
声
掛
け
を

頂
い
た
。
2
0
1
1
年
8
月
「
ビ
ビ
ッ
ト
南
船
橋
」
最
上

階
の
4
階
に
民
間
図
書
館
を
開
業
し
た
。

　

ビ
ビ
ッ
ト
南
船
橋
は
、
日
本
最
大
級
の
商
業
施
設
「
ら

ら
ぽ
ー
と
T
O
K
Y
O
─
B
A
Y
」
に
隣
接
す
る
場
に

2
0
0
4
年
12
月
に
開
業
し
た
。
こ
の
場
は
、
経
営
破
綻

し
た
山
一
証
券
の
研
修
所
だ
っ
た
。
外
資
系
フ
ァ
ン
ド
が

こ
の
土
地
を
取
得
、
ら
ら
ぽ
ー
と
T
O
K
Y
O
─
B
A
Y

の
集
客
に
依
存
す
る
「
回
遊
効
果
」
を
狙
っ
て
商
業
施
設

を
建
設
し
た
。

　

地
方
都
市
で
よ
く
見
ら
れ
る
「
回
遊
効
果
」
狙
い
の
箱

物
建
設
は
、
や
は
り
大
失
敗
だ
っ
た
。
開
業
2
年
後
の

2
0
0
6
年
末
に
は
、
テ
ナ
ン
ト
の
半
分
近
く
が
撤
退
す

る
ほ
ど
衰
退
し
て
い
た
。

　

ビ
ビ
ッ
ト
南
船
橋
は
再
生
を
目
指
し
て
、
2
0
1
0
年

6
月
に
大
規
模
改
装
を
行
う
。
再
生
策
は
二
つ
に
大
別
で

き
る
。

　

ま
ず
、
物
販
の
核
店
舗
に
家
電
量
販
店
の
ノ
ジ
マ
、
デ
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ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア
の
ミ
ス
タ
ー
マ
ッ
ク
ス
を
誘
致
し

た
。
既
に
出
店
し
て
い
た
食
品
ス
ー
パ
ー
と
併
せ
て
、
日

用
品
を
中
心
に
「
物
を
安
く
売
る
店
」
を
集
め
て
、
ら
ら

ぽ
ー
と
T
O
K
Y
O
─
B
A
Y
と
の
差
別
化
を
図
っ
た
。

　

も
う
一
つ
の
再
生
策
が
「
人
が
楽
し
む
場
」
づ
く
り
で

あ
る
。
最
上
階
の
4
階
は
「
人
が
楽
し
む
場
」
を
戦
略
的

に
配
置
す
る
こ
と
に
し
た
。
民
間
図
書
館
は
そ
の
一
つ
で

あ
る
。

　

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
二
つ
の
再
生
策
お
よ
び
二
つ

の
場
は
連
携
す
る
こ
と
で
初
め
て
効
果
が
出
る
こ
と
だ
。

　

こ
の
意
味
を
、
中
心
市
街
地
活
性
化
・
商
店
街
再
生
が

採
用
す
べ
き
戦
略
と
し
て
説
明
し
よ
う
。

現
象
の
表
面
を
視
る
の
で
は
な
く
、原
因
を
考
え
る

　

物
を
売
る
テ
ナ
ン
ト
の
多
く
が
撤
退
す
る
地
方
の
中
心

市
街
地
・
商
店
街
の
再
生
策
の
現
状
は
、
賃
料
（
利
益
）

を
下
げ
て
、
違
う
物
販
テ
ナ
ン
ト
の
誘
致
に
励
む
「
空
き

店
舗
対
策
」
が
柱
で
あ
る
。
賃
料
（
利
益
）
を
下
げ
た
部

分
は
、
補
助
金
を
入
れ
る
の
で
、
新
規
テ
ナ
ン
ト
は
安
く

入
居
で
き
て
得
を
す
る
し
、
不
動
産
所
有
者
も
高
い
賃
料

で
空
き
店
舗
が
埋
ま
る
か
ら
、
や
は
り
得
を
す
る
。
税
金

の
浪
費
と
い
う
問
題
を
除
け
ば
一
見
、
成
功
し
た
よ
う
に

錯
覚
す
る
。

　

し
か
し
、
物
を
売
る
店
が
全
般
的
に
不
調
だ
か
ら
、
空

き
店
舗
が
多
く
生
じ
た
と
い
う
原
因
の
解
決
策
に
な
っ
て

い
な
い
。
だ
か
ら
、
後
に
二
つ
の
大
き
な
問
題
が
生
じ
る
。

ま
ず
、
賃
料
を
下
げ
て
新
規
テ
ナ
ン
ト
を
誘
致
す
る
と
、

既
存
テ
ナ
ン
ト
も
賃
料
の
値
下
げ
を
求
め
る
こ
と
。
こ
れ

で
は
、
収
入
を
全
体
的
に
下
げ
る
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
に

陥
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
物
を
売
る
店
ば
か
り
集
積
さ

せ
て
も
、
中
心
市
街
地
・
商
店
街
の
集
客
は
増
え
な
い
こ

と
。

　

現
状
の
こ
の
補
助
金
政
策
は
、
空
き
店
舗
が
生
じ
た
と

い
う
「
現
象
」
を
視
て
、
金
の
力
で
空
き
店
舗
を
埋
め
る

対
症
療
法
に
す
ぎ
ず
、
解
決
策
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

問
題
解
決
の
基
本
は
「
現
象
の
表
面
を
視
る
の
で
は
な

く
、
原
因
を
考
え
る
」
こ
と
だ
。
空
き
店
舗
が
多
く
生
じ

る
「
物
を
売
る
店
が
不
調
、
物
は
過
剰
で
売
れ
な
い
」
と

い
う
原
因
の
解
決
策
は
「
物
を
売
る
店
を
、
安
い
賃
料
で

集
め
直
す
」
の
で
は
な
く
「
人
が
楽
し
む
場
を
、
運
営
料

を
払
っ
て
で
も
新
た
に
つ
く
る
」
こ
と
。

　

こ
れ
を
私
は
「
戦
略
的
赤
字
施
設
」
と
定
義
す
る
。
人

が
楽
し
む
場
を
単
体
で
見
る
と
、
利
益
が
出
な
い
赤
字
施

設
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
が
楽
し
む
場
を
衰
退
し
た
商
店

街
や
大
型
店
の
中
に
つ
く
る
と
、
顧
客
が
集
ま
り
、
増
え

る
。
物
を
売
る
店
は
、
そ
の
顧
客
を
取
り
込
む
努
力
を
す

れ
ば
い
い
。
こ
れ
が
回
遊
を
生
む
第
一
の
努
力
で
あ
る

（
左
記
①
）。

　

第
二
の
努
力
は
「
人
が
楽
し
む
場
」
の
顧
客
層
を
、
隣

接
す
る
「
物
を
売
る
店
」
の
顧
客
層
と
一
致
さ
せ
る
こ
と

（
左
記
②
）。
こ
の
二
つ
の
努
力
が
あ
っ
て
初
め
て
「
顧

客
は
回
遊
し
て
く
れ
る
」
の
で
あ
り
、
自
治
体
の
回
遊
計

画
は
①
が
欠
け
て
い
る
か
ら
「
顧
客
が
回
遊
し
て
く
れ
な

い
」
事
実
を
認
識
し
よ
う
。

　

①
物
を
売
る
店
側
の
努
力

　

② 

人
が
楽
し
む
場
づ
く
り
側
の
努
力
（
①
の
顧
客
層
と

一
致
さ
せ
る
努
力
）

人
が
楽
し
む
場
づ
く
り「
3
段
階
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」

　

ビ
ビ
ッ
ト
南
船
橋
の
目
前
に
は
3
5
8
戸
の
大
規
模
マ

ン
シ
ョ
ン
「
東
京
ベ
イ
ス
ク
エ
ア
（
2
0
0
3
年
築
）」

が
あ
る
。
東
京
へ
交
通
至
便
な
割
に
地
価
が
安
い
の
で
、

こ
の
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
と
近
隣
に
は
、
若
い
世
代
の
フ

ァ
ミ
リ
ー
が
多
く
住
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
ビ
ビ
ッ
ト
南

船
橋
の
メ
イ
ン
顧
客
層
は
、
子
育
て
世
代
の
女
性
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
民
間
図
書
館
は
ビ
ビ
ッ
ト
南
船
橋
の
メ
イ
ン

顧
客
層
に
合
わ
せ
て
「
子
育
て
世
代
の
女
性
と
そ
の
子
ど

も
」
が
楽
し
め
る
場
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。
人

が
楽
し
む
場
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
3
段
階
に
分
け
て
説

明
し
よ
う
。

　

① 

顧
客
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
＋
そ
の
姿
を
周
囲
に
魅

（
見
）
せ
る

　

② 

顧
客
に
無
償
で
自
発
的
に
働
い
て
も
ら
う

　

③ 

顧
客
に
シ
ェ
ア
・
共
有
を
促
す

①
顧
客
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
＋
そ
の
姿
を
周
囲
に
魅
せ
る

　

ビ
ビ
ッ
ト
南
船
橋
4
階
に
出
店
し
た
民
間
図
書
館
の
設

計
は
、
施
設
内
の
通
路
か
ら
よ
く
見
え
る
入
り
口
部
に
、

子
ど
も
が
遊
び
・
学
べ
る
空
間
を
広
く
確
保
し
た
（
写
真

1
）。

　

子
ど
も
た
ち
が
思
わ
ず
、
入
り
た
く
な
る
よ
う
な
魅
せ

方
を
試
行
錯
誤
の
中
か
ら
創
り
上
げ
た
。
ふ
か
ふ
か
な
カ

ー
ペ
ッ
ト
を
敷
き
、
ぬ
い
ぐ
る
み
や
玩
具
を
用
意
し
た
。

利
用
者
が
入
店
し
て
く
れ
る
た
び
に
、
自
分
の
「
お
う
ち
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に
い
る
よ
う

な
感
覚
で
遊

ぶ
場
」
で
あ

り
「
ゴ
ロ
ン

と
横
に
な
っ

て
絵
本
を
読

む
場
」
と
し

て
使
っ
て
ほ

し
い
、
と
伝

え
る
。
こ
こ

ま
で
が
第
1

ス
テ
ッ
プ

「
顧
客
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
」
で
あ
る
。

　

利
用
者
の
親
子
が
、
寛く

つ
ろぎ

楽
し
ん
で
利
用
し
て
く
れ
る

と
、
顧
客
が
楽
し
む
姿
を
通
路
か
ら
見
た
別
の
親
子
た
ち

が
「
思
わ
ず
、
入
り
た
く
な
る
」
の
だ
。
こ
れ
が
第
2
ス

テ
ッ
プ
「
楽
し
む
顧
客
の
姿
を
周
囲
に
魅
せ
る
」
で
あ
る
。

　

第
2
ス
テ
ッ
プ
は
非
常
に
大
切
だ
。
な
ぜ
な
ら
「
客
が

い
な
い
店
に
、
客
は
入
り
に
く
い
」
か
ら
で
あ
る
。
理
想

を
言
え
ば
、
店
の
外
か
ら
「
客
が
楽
し
そ
う
に
寛
い
で
い

る
店
に
、
客
は
引
き
寄
せ
ら
れ
る
」
の
だ
。
私
が
第
1
ノ

ウ
ハ
ウ
を
二
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
け
た
理
由
が
こ
こ
に
あ

る
。

　

こ
の
2
ス
テ
ッ
プ
を
連
動
し
た
第
1
ノ
ウ
ハ
ウ
を
使
う

と
「
施
設
の
宣
伝
・
広
報
を
、
お
金
を
全
く
掛
け
な
い
で

行
う
」
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
顧
客
が
楽
し
む
姿

を
周
囲
に
魅
せ
る
」
こ
と
が
、
施
設
の
宣
伝
・
広
報
に
な

っ
て
い
る
。

②
顧
客
に
無
償
で
自
発
的
に
働
い
て
も
ら
う

　

第
1
ノ
ウ
ハ
ウ
を
使
い
、
場
の
認
知
度
と
利
用
度
が
高

ま
る
と
、
利
用
者
の
動
向
が
次
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
く
る
。

す
な
わ
ち
「
単
独
の
家
族
が
、
買
い
物
つ
い
で
に
立
ち
寄

る
施
設
」
か
ら
「
複
数
グ
ル
ー
プ
の
家
族
が
、
親
子
で
楽

し
む
と
い
う
目
的
を
持
っ
て
意
図
的
に
訪
れ
る
施
設
」
に

な
る
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
た
ど
り
着
け
た
ら
「
顧
客
が
主
役
と

な
り
、
自
発
的
に
楽
し
ん
で
無
償
で
働
い
て
も
ら
う
」
第

2
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
仕
掛
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
グ

ル
ー
プ
の
家
族
に
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
イ
ベ
ン
ト
を
、

貴あ
な
た女

た
ち
が
し
た
い
よ
う
に
、
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

と
、
持
ち
掛
け
る
。
私
た
ち
は
「
企
画
素
案
と
場
所
を
提

供
す
る
だ

け
」
だ
か
ら
、

イ
ベ
ン
ト
の

開
催
・
運
営

コ
ス
ト
に
、

お
金
を
全
く

掛
け
て
い
な

い
。
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
も
、

宣
伝
は
顧
客

が
主
役
と
な

り
自
発
的
に

楽
し
ん
で
無

償
で
働
い
て
く
れ
る
（
写
真
2
）。

③
顧
客
に
シ
ェ
ア
・
共
有
を
促
す

　

場
の
利
用
者
が
増
え
、
利
用
者
に
「
私
た
ち
の
居
場

所
」
と
い
う
思
い
が
芽
生
え
た
時
点
で
、
第
3
の
ノ
ウ
ハ

ウ
「
顧
客
に
シ
ェ
ア
・
共
有
を
促
す
」
を
仕
掛
け
る
。

　

顧
客
に
シ
ェ
ア
・
共
有
を
促
す
と
は
、
民
間
図
書
館
の

例
で
言
う
と
「
本
の
寄
贈
」
を
お
願
い
す
る
。
子
ど
も
が

読
む
絵
本
は
も
ち
ろ
ん
、
若
い
母
親
た
ち
が
読
む
本
の
寄

贈
を
狙
っ
て
い
る
。
こ
の
意
図
は
三
つ
あ
る
。

　

第
一
の
意
図
は
、
若
い
母
親
た
ち
が
読
む
本
を
多
く
図

書
館
に
揃そ

ろ

え
る
こ
と
で
、
女
性
の
集
客
を
さ
ら
に
加
速
す

る
。

　

第
二
の
意
図
は
、
N
P
O
法
人
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

30
歳
前
後
の
男
性
が
中
心
で
、
女
性
が
好
ん
で
読
む
本
が

よ
く
分
か
ら
な
い
。
顧
客
ニ
ー
ズ
は
「
顧
客
に
聞
け
」
と

よ
く
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
も
っ
と
良
い
方
法
が
あ
る
。

顧
客
に
商
品
そ
の
も
の
を
選
ん
で
も
ら
う
の
だ
。

　

第
三
の
意
図
は
、
シ
ェ
ア
を
活い

か
し
て
顧
客
の
「
協

働
・
参
加
す
る
意
識
」
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
。
例
え
ば
、

自
分
が
読
み
終
え
た
本
（
使
い
終
え
た
中
古
品
）
を
、
捨

て
る
の
で
は
な
く
、
寄
贈
す
る
こ
と
で
、
近
隣
住
民
の
誰

か
が
喜
ん
で
再
利
用
し
て
い
る
事
実
を
可
視
化
す
る
。
寄

付
文
化
が
乏
し
い
日
本
で
、
寄
付
を
推
進
す
る
に
は
、
寄

付
し
た
金
・
寄
贈
し
た
物
を
喜
ん
で
使
っ
て
く
れ
て
い
る

の
を
可
視
化
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。

　

本
の
寄
贈
と
い
う
形
で
、
顧
客
に
シ
ェ
ア
・
共
有
が
進

む
と
、
N
P
O
法
人
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
書
籍
の
仕
入

写真1　大型商業施設内の通路から「子どもが思わ
ず入りたくなる空間」を魅せる民間図書館で、NPO法
人代表の岡直樹さん（左、1984年生まれ）と筆者

写真2　顧客が自主的に開催する「絵本の読み聞かせ
イベント」
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れ
に
、
お
金
を
全
く
掛
け
な
い
で
済
む
。

成
功
要
因
は
、子
ど
も（
顧
客
）目
線
な
遊
び
心

　

ビ
ビ
ッ
ト
南
船
橋
は
以
上
の
取
り
組
み
を
経
て
、
店
舗

の
半
分
が
撤
退
し
て
衰
退
し
た
状
態
か
ら
、
入
居
待
ち
の

テ
ナ
ン
ト
が
続
出
す
る
ほ
ど
見
事
な
再
生
を
果
た
し
た
。

私
た
ち
N
P
O
は
ビ
ビ
ッ
ト
南
船
橋
か
ら
「
ビ
ビ
ッ
ト
南

船
橋
が
運
営
料
を
支
払
っ
て
入
居
す
る
民
間
図
書
館
に
替

え
て
、
賃
料
を
貰も

ら

え
る
テ
ナ
ン
ト
に
入
居
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
う
申
し
出
を
受
け
、
衰
退
し
た
商
業
施
設
を
2

年
間
で
再
生
す
る
役
割
を
果
た
し
て
、
2
0
1
3
年
7
月

末
に
退
去
し
た
。

　

ビ
ビ
ッ
ト
南
船
橋
の
成
功
要
因
は
先
述
し
た
通
り
だ
が
、

N
P
O
法
人
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
成
功
要
因
は
何
か
？

　

子
ど
も
（
顧
客
）
目
線
な
遊
び
心
に
溢
れ
る
働
き
方
で

あ
る
。
N
P
O
法
人
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
地
方
議
員

な
ど
高
齢
男
性
か
ら
「
学
生
サ
ー
ク
ル
の
乗
り
で
遊
ん
で

い
る
よ
う
で
、
高
齢
男
性
の
性
に
は
合
わ
な
い
」
と
批
判

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
、
と
先
述
し
た
こ
と
に
注
目
し
て
ほ

し
い
。

　

そ
う
、
ま
ち
づ
く
り
に
権
力
を
有
す
る
地
方
議
員
な
ど

高
齢
男
性
か
ら
「
遊
ん
で
い
る
、
と
批
判
さ
れ
る
働
き

方
」
が
、
顧
客
か
ら
は
逆
に
高
く
評
価
さ
れ
る
。
ポ
イ
ン

ト
は
目
線
が
自
分
に
あ
る
か
、
顧
客
に
あ
る
か
、
の
違
い

で
あ
る
。

公
務
員
・
議
員
が
理
解
で
き
な
い
、働
き
方
が
成
功
要
因

　

衰
退
し
た
中
心
市
街
地
・
商
店
街
を
活
性
化
す
る
に
は
、

議
員
や
公
務
員
に
は
「
理
解
で
き
な
い
、
遊
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
る
」
働
き
方
こ
そ
必
要
な
の
だ
。

　

公
務
員
で
も
「
理
解
で
き
る
」
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し

よ
う
。
ビ
ビ
ッ
ト
南
船
橋
に
出
店
し
た
当
初
、
小
さ
な
子

ど
も
が
「
マ
マ
、
×
×
し
て
い
い
？
」
と
、
や
た
ら
母
親

に
許
可
を
求
め
る
光
景
を
頻
繁
に
目
撃
し
た
。
N
P
O
法

人
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
働
く
30
歳
前
後
の
男
性
た
ち

（
以
下
、
若
者
）
は
、
強
い
違
和
感
を
抱
き
、
次
の
よ
う

な
事
業
ア
イ
デ
ア
を
考
え
た
。

　

「
小
さ
な
子
ど
も
が
、
い
ち
い
ち
母
親
に
許
可
を
求
め

な
い
で
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
遊
ん
で
学
べ
る
場
を
つ
く
ろ
う
。

こ
れ
を
契
機
に
、
子
ど
も
の
自
発
性
と
か
母
親
の
管
理
志

向
を
変
え
ら
れ
た
ら
面
白
い
よ
ね
」

　

若
者
の
「
子
ど
も
目
線
で
、
子
ど
も
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ

た
い
と
考
え
る
遊
び
心
」
に
、
私
は
ワ
ク
ワ
ク
し
て
触
発

さ
れ
た
。
若
者
の
遊
び
心
と
私
の
経
験
が
融
合
し
て
、
ノ

ウ
ハ
ウ
1
の
具
体
化
に
繋つ
な

が
っ
た
。
そ
し
て
、
ノ
ウ
ハ
ウ

1
の
仕
掛
け
に
、
子
ど
も
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
く
れ
た
。
子

ど
も
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
く
れ
た
成
功
要
因
は
、
仕
掛
け
る

運
営
者
側
の
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
遊
び
心
に
あ
る
。

　

地
方
都
市
の
衰
退
し
た
中
心
市
街
地
活
性
化
や
商
店
街

活
性
化
の
施
策
が
成
功
し
な
い
要
因
が
こ
こ
に
あ
る
。
つ

ま
り
、
仕
掛
け
る
側
の
自
治
体
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
な
い

の
に
、
顧
客
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
わ
け
が
な
い
。

安
定
期
と
衰
退
期
で
、働
き
方
は
正
反
対
に
違
う

　

本
書
「
競
わ
な
い
地
方
創
生
～
人
口
急
減
の
真
実
」
は
、

衰
退
期
に
突
入
し
た
場
所
や
企
業
の
活
性
化
策
は
、
安
定

期
の
政
策
と
は
正
反
対
に
違
う
事
実
を
指
摘
す
る
。

　

安
定
期
（
成
長
期
か
ら
成
熟
期
ま
で
）
は
、
ア
ウ
ト
バ

ウ
ン
ド
な
働
き
方
、
す
な
わ
ち
「
上
司
に
指
示
さ
れ
た
こ

と
だ
け
を
、
上
司
に
指
示
さ
れ
た
方
法
で
の
み
、
真
面
目

に
行
う
」
方
法
の
方
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
働
き
方
よ
り

評
価
さ
れ
や
す
い
。
な
ぜ
な
ら
、
新
し
い
価
値
を
創
造
す

る
仕
事
は
リ
ス
ク
が
高
く
、
安
定
期
に
は
リ
ス
ク
を
嫌

う
経
営
者
・
首
長
が
多
い
か
ら
だ
。
リ
ス
ク
を
取
る
よ
り
、

無
駄
や
あ
ら
を
探
し
て
省
力
化
す
る
方
が
リ
ス
ク
は
無
く
、

効
果
は
小
さ
い
が
確
実
に
出
る
。
公
務
員
が
得
意
な
「
あ

ら
探
し
」
と
い
う
能
力
に
長た

け
た
者
は
、
安
定
期
の
リ
ス

ク
を
嫌
う
組
織
な
ら
、
出
世
し
や
す
い
。

　

一
方
、
導
入
期
の
起
業
や
衰
退
期
の
再
生
は
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
な
働
き
方
、
す
な
わ
ち
「
遊
び
心
を
持
っ
て
、
新

し
い
顧
客
価
値
を
創
造
す
る
働
き
方
」
を
し
な
い
と
、
場

所
や
組
織
が
消
滅
し
て
し
ま
う
。

　

そ
う
い
う
観
点
か
ら
、
か
つ
て
の
中
心
市
街
地
活
性
化

や
商
店
街
再
生
の
施
策
が
、
軒
並
み
失
敗
し
た
要
因
は

「
公
務
員
と
い
う
働
き
手
が
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
な
働
き
方

を
し
た
」
こ
と
に
あ
る
。
今
、
国
が
重
要
政
策
と
位
置
付

け
る
地
方
創
生
は
、
誰
が
働
き
手
に
な
る
に
し
て
も
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
な
働
き
方
を
し
な
い
と
、
ま
た
失
敗
に
終
わ

る
だ
ろ
う
。

　

東
京
に
あ
る
箱
物
や
仕
事
を
、
地
方
へ
金
の
力
で
輸
入

す
る
「
古
く
て
間
違
っ
た
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
な
働
き
方
」

は
、
も
う
絶
対
に
通
用
し
な
い
か
ら
、
勇
気
を
持
っ
て
捨

て
よ
う
。


